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ワ
イ
マ
ル
共
和
政
の
第
一
期
に
お
け
る
公
務
員
の
組
織
は
ど
う
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
戦
中
の
ド
イ
ツ
公
務
員
の
上
部
組
織
に
つ
い
て

は
前
に
述
べ
た
が
、
要
す
る
に

「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
イ
シ
テ
レ
ヅ
セ
シ
ダ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
」
と
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
連
合
」
之
が
競
争

的
上
部
組
織
と
し
て
存
在
し
た
ま
ま
で
一
一
月
革
命
を
迎
え
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
一
九
一
八
年
一
二
月
四
日
に
「
ド
イ
ツ
公
務
員
連
合
」

巴
0
5
4け
加
わ

rm吋

そ
の
加
盟
組
合
の
代
表
者
よ
り
成
る
第
一
回
代
表
者
大
会

（〈

2
q
z
q
E
m）
は
一
九
一
九
年
五
月
に
聞
か
れ
た
。
一
床
ド
イ
ツ
で
一
昨
年
刊
行
さ
れ
た
寸
ド
イ
ツ
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
政
世

l
i時
三
月
期
か

ら
一
九
四
五
年
ま
で
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
政
党
そ
の
他
の
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
利
益
組
織
の
歴
史
事
典
」
の
な
か
に
エ

i
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
レ

l
γ
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m
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が
新
た
伝
よ
部
組
織
と
し
て
創
立
き
れ
る

（巴
H
5
m
E
∞n
y
gロ
）
の
引
一
口
い
た
「
ド
イ
ツ
公
務
員
連
合
」
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と
い
う
項
い
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
ヲ
む
と

i
lこ
の
連
合
は
一
一
月
革
命
の
あ
い
だ
に
帝
国
主
義
的
国
家
装
置
の
公
務
員
に
民
族
主
義
的

影
響
を
お
よ
ぼ
す
た
め
の
組
織
と
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
組
織
さ
れ
た
ド
イ
ツ
公
務
員
の
圧
倒
的
多
数
が
こ
れ
に
所
属
し
た
。

D
B

の
物
府
民
的
状
態
の
確
保
と
改
善
、

（
ロ
邸
付
円
。
ロ
P

H
｛
恥
片
円
安
U
H
H）

B
は
労
働
組
合
的
闘
争
手
段
を
用
い
て
、
公

ヲ
イ
マ
ル
共
和
政
の
国
家
的
制
度
と
の
密
接
な
協
力
、
な

ら
び
に
職
業
的
公
務
員
主
義

ω片
山
凶
ロ
門
目
。
∞
仏
戸
口
付
巾
］
I

）

の
維
持
、

の
育
成
の
た
め
に
は
た
ら
い
た
。

D
B
B
の
指
導
部
は
、

（
仏
国
珂

切
。
門
口
町
的

σ
g
g
Z
D
E
B）

お
よ
び
ド
イ
ツ
公
務
員
の
特
色
た
る
地
位
的
自
負
心

ド
イ
ツ
帝
国
主
義
の
反
動
的
な
政
治
コ

l
ス
を
支
持
し
、
草

（
門
戸

2
・

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
制

（
小
林
）
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第
一
次
大
山
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
珪
助

ノ、

同

（
小
林
〉

命
的
労
働
運
動
に
反
対
し
て
た
た
か
っ
た
。
こ
の
連
合
は
ド
イ
ツ
・
フ
ア
ザ
シ
ズ
ム
を
許
容
（

Z
H
Rぽ円
g）
し
、
一
九
三
一
一
一
年
に
ド
イ
ツ
・

フ
ア

y

シ
ズ
ム
が
権
力
を
掌
握
す
る
の
を
客
観
的
に
助
成
（
σ
品
吉
丸
山

m
g）
し
出
i
l
－
－
と
総
括
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
総
括
は
基
木
的
に
は
ほ

ぼ
一
栄
当
で
あ
る
が
、

「
こ
の
連
合
は
一
一
月
革
命
の
あ
い
だ
に
帝
国
主
義
的
国
家
装
置
の
公
詩
員
に
民
族
主
義
的
影
響
を
お
よ
ぽ
す
た
め
の
組

織
と
し
て
創
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
」
と
す
る
の
は
、
い
い
す
ぎ
で
あ
ろ
う
。

時
に
は
含
ま
れ
て
い
た
の
、
た
か
ら
。

カ
ヅ
プ
一
撲
の
の
ち
に
こ
の
組
織
を
離
間
す
る
部
分
も
創
立
当

D
B
B
の
創
立
は
い
か
な
る
過
程
を
へ
た
か
。

γ
ュレ

i
y
に
よ
る
と
1
l
i公
務
員
の
上
層
と
下
層
へ
の
分
化
は
第
一
次
大
戦
に
よ
っ
て
促

進
さ
れ
、
対
立
す
る
二
つ
の
傾
向
が
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。
す
な
わ
ち
一
方
で
は
一
九
一
七
年
か
ら
一
八
年
に
か
け
て

敗
戦
の
色
が
濃
く
な
り
、
そ
の
お
そ
る
べ
き
影
響
を
う
け
て
苦
し
む
下
級
公
務
員
は
全
般
的
不
満
と
革
命
的
事
件
と
の
禍
の
な
か
へ
引
き
こ
ま

れ
て
い
た
。
か
れ
ら
は
不
正
・
飢
餓
・
戦
争
な
な
く
し
、
そ
れ
ら
と
結
び
つ
い
た
不
均
衡
を
な
く
す
こ
と
を
要
求
し
た
り

釦
右
と
兵
士
と
の
も
つ
力
を
感
知
し
て
お
り
、
い
く
人
か
（

2
E
m
o）
は
こ
の
革
命
的
労
働
者
、
と
兵
士
と
の
方
向
な
め
ざ
し
は
じ
め
て
い
た
。

他
方
で
は
、
と
り
わ
け
中
級
公
務
員
は
革
命
に
よ
っ
て
白
分
た
ち
の
地
位
と
「
既
得
権
」
V

当。
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。
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0
同
2
F
Zム か

れ
ら
は
背
中
命
的
労

と
を
う
し
な
う

こ
と
を
恐
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
恐
れ
は
反
動
的
公
務
員
に
よ
っ
て
、
と
く
に
上
級
公
務
員
と
既
存
公
務
員
組
織
の
指
導
的
役
員
の
多
数
派
と

に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
ο

か
れ
ら
の
利
益
は
、
は
っ
き
り
と
帝
国
主
義
的
体
制
の
維
持
を
志
向
し
て
い
た
し
、
ま
た
職
業
的
公
務
員
の
姿
に
お

け
る
自
分
た
ち
の
地
杭
的
特
権
（

ω
E
D巳
巾
名
ユ
ユ
H
O
E
S）
と
低
先
的
地
位
、
と
の
維
持
を
志
向
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

D
B
B
の
創
立
は

こ
う
し
た
背
景
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。
公
務
員
の
統
一
的
な
大
組
合
を
つ
く
ろ
う
左
す
る
強
力
な
企
て
は
、
第
一
次
大
戦
中
に
す
で
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
企
て
は
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
イ
シ
テ
レ
？
セ
シ
グ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
」
や
「
ド
イ
ツ
公
務
員
相
合
連
ム
己
の
よ

う
な
一
時
的
結
合
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。
一
九
一
七
年
九
月
に
は
大
き
な
公
務
員
組
合
が
協
力
し
て
一
つ
の
全
国
活
動
委
員
会
（
同

anz・

こ
の
委
員
会
が
ド
イ
ツ
同
に
お
け
る
統
一
的
公
務
員
政
策
の
た
め
の
原
則
を
作
成
し
、
す
べ
て
の
公
務

mw吋
ー
寸
巾
比
一
印
M
W己
曲
師
門
げ
己
的
由
一
）

を
つ
く
り
、

員
組
合
の
大
同
団
結
に
よ
っ
て
一
つ
の
大
き
な
全
国
組
合
を
つ
く
り
あ
げ
る
任
務
を
托
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
池
仕
組
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そ
の
後
の
交
渉
は
ば
か
ば
か
し
い
進
展
を
み
な
か
っ
た
。

こ
う
し
た
統
一
交
渉
の
さ
ま
た
げ
を
し
た
一
切
の
政
治
的
経
済
的
社
会
的
な
差
異
、
身
分
的
自
負
心
、
北
ド
イ
ツ
と
南
ド
イ
ツ
と
の
対
立
は
、

し
か
し
、
一
一
月
革
命
の
勃
発
に
よ
っ
て
第
二
級
の
問
題
と
な
っ
た
。
反
動
的
公
務
員
、
と
く
に
上
級
公
務
員
と
中
級
公
務
員
の
か
な
り
大
き

仕
部
分
（

m
g∞
忠
寸

az）
と
は
革
命
に
敵
立
な
も
ち
、
い
ろ
い
ろ
と
憂
慮
を
い
だ
い
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、
下
級
公
務
員
の
い
く
つ
か

の
部
分
が
公
然
と
革
命
に
共
鳴
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
公
務
員
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
、
包
括
的
な
統
一
組
合
を
結
成
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
帝
国
主
義
的
権
力
関
係
の
維
持
を
め
ざ
す
闘
争
の
味
方
に
公
務
員
を
ひ
き
い
れ
る
こ
と
を
自
分
た
ち
の
使
命
と
し
た
。
一
九

た
だ
ち
に
統
一
的
な
公
務
員
組
織
な

の
特
珠
利
益
が
は
ぱ
を
き
か
せ
た
た
め
に
、

一
八
年
一
一
月
一
四
日
に
す
で
に
最
も
大
き
な
詰
組
織
の
指
導
的
代
表
者
た
ち
は
ベ
ル
リ
ン
に
集
ま
り
、

結
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

一
九
一
八
年
二
一
月
四
日
ベ
ル
リ
シ
に
お
い
て
、
大
部
分
の
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
の
代
表
者
か
ら
成
る
一
つ
の

委
員
会
に
よ
っ
て
、

D
B
B
の
創
立
が
発
表
さ
れ
た
。
創
立
の
布
告
に
署
名
し
た
の
は
、

「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
イ
シ
テ
レ
ッ
セ
ン
グ
マ
イ
シ

シ
咋
フ
ト
」
の
代
表
者
た
ち
、
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
連
合
」
、
「
プ
ロ
イ
セ
シ
・
へ
？
セ
シ
邦
有
・
国
有
鉄
道
公
務
員
組
合
」

国

2
5
Zロ〈
H
2
？
1
2印
白
山
白
各
自
国
巾
由
回
目
的
。
『
巾
ロ

ωgmwz－
c
Eー見。円。何回白色白
σロ
ゲ
巴
臣
、
「
ド
イ
ツ
教
員
組
合
」
ロ

2
z
n
F
2
F
O
V円ゆ吋
4
2巳口、

切ロロ門戸

門目。一円

「
ド
イ
ツ
自
治
体
公
務
員
連
合
」
∞
ロ
ロ
仏
り

2
2
n
F
Z
m
2
H
H己ロ門目。
σ
3
5
Z
R

凡戸円

σzgmσ
白
内
山
口
吉
町
山
内
同
で
あ
り
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
国
お
よ
び
邦
の
官
庁
の
な
か
に
結
成
さ
れ
て
い
る
公
務
員
代
表
諸
国
体
（
∞

3
5
・

Z
ロ
〈
時
守
色
戸
口
鴨
川
口
）
の
委
員
会
で
あ
っ
た
。

D
B
B
の
指
導
部
は
、
創
立
に
参
加
し
た
組
合
の
代
表
者
た
ち
の
な
か
で
最
も
特
色
あ
る
述
中

「
社
会
的
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
シ
シ
吋
フ
ト
」

∞ONHmw
－o 

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
と
の
指
導
部
は
D
B
B
存
立
の
節
一
日
い
ら
い
、
す
べ
て
の
反
動
助
勢
力
と
提
携
し
て
、
革
命
的
労
働
者
階
級
を
敵

と
す
る
統
一
的
闘
争
戦
線
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
試
み
た
。
こ
の
理
由
に
よ
っ
て
、
政
治
的
意
見
の
深
刻
な
差
異
や
対
立
は
し
ば
ら
く
背
後
に
お

し
ゃ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
勢
力
は
、
ド
イ
ツ
公
務
員
の
指
導
部
を
味
方
と
し
て
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
υ

ド
イ
ツ
で
革
命
に
よ
っ
て
新
ら
し
く
つ
く
り
だ
さ
れ
た
事
情
に
対
応
し
て
、

D
B
B
は
従
来
の
職
業
地
位
前
（
ぴ
雪
丘
白
血
芯
口
伝
部
門
げ
）
な
組
織

形
式
と
は
っ
き
り
絶
縁
し
た
労
働
組
合
組
織
と
し
て
構
成
さ
れ
た
o
D
B
B
は
公
務
員
の
現
実
的
物
質
的
利
益
を
考
慮
し
、
社
会
政
策
に
つ
い

第
一
次
大
戦
前
後
の
一
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
羽
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

八

て
活
動
的
で
あ
っ
た
。

D
B
B
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
一
九
一
八
年
一
一
月
に
す
で
に
人
民
委
員
協
議
会
（
岡
山
旦
仏

R
〈

o
F臼
σ
3口止
E
m
z
s

と
関
係
を
つ
け
て
お
り
、
そ
の
関
係
は
そ
の
後
も
ひ
き
つ
手
つ
い
て
拡
大
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
リ
ー
ダ
ー
は
新
た
な
「
人
民
国
家
」

V
〈
。
日
付
加
・

E
Sえ
に
奉
仕
し
、
職
業
的
公
務
員
主
義
の
維
持
、
既
存
の
公
務
員
法
の
改
革
（
ド
イ
ツ
国
に
つ
い
て
も
て
物
価
騰
貴
に
対
応
す
る
給
与
改

益
口
を
要
求
し
た
。
そ
の
た
め
の
陳
情
書
や
提
案
を
政
府
お
よ
び
国
民
議
会
に
提
出
し
た
。

そ
れ
と
と
も
に

D
B
B
は
公
務
員
の
権
利
・
義
務

（
同
巾

B
B角
的
）
は

D
D
P

D
B
B
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
諸
政
党
に
入
党
し
た
。

（ロ

2HEnFσ
ロ
O
B
o
w
E片山
R
F
σ
H
U
R
Z円
ド
イ
ツ
民
主
党
）

議
長

E
・
レ
マ

l
ス

を
新
し
い
情
勢
に
適
応
さ
せ
よ
う
と
努
力
し
た
。

の
党
員
と
な
り
、
国
民
議
会
の
議
席
を
え
た
。

か
れ
は
ま
た
D
D
P
の
幹
部
会
の
な
か
で
、
公
務
員
層
が
幹
部
の
座
を
保
持
す
る
こ
と
：
：
J

門凶器∞

〈
C
吋
印
H
m
w
ロ門目白色丹

N
2
E巳
？
を
実
現
し
た
。
一
九
一
九
年
五
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
ま
で
、
ベ
ル
リ
ン
で
第
一
回
D
B
B
代
表
者
大
会
が
聞

か
れ
た
。
こ
の
時
点
ま
で
、
一
四
名
か
ら
成
る
執
行
部
が
連
合
の
指
導
権
を
に
ぎ
っ
て
い
た
。
こ
の
大
会
は
そ
れ
ま
で
実
施
さ
れ
た
執
行
部
の
政

円日目。

回

o
m
g
Z口
白
内

HF山口
巾

H
D
m
ロ

策
を
承
認
し
、
定
款
と
綱
領
的
指
導
原
則
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
定
款
や
原
則
は
非
常
に
簡
潔
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
綱
領
的
項
目

や
戦
術
的
問
題
に
つ
い
て
意
見
の
ち
が
い
が
大
き
か
っ
た
た
め
に
一
致
が
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
D
B
B
が
労
働
組
合
的

基
礎
の
う
え
に
立
つ
ド
イ
ツ
公
務
員
の
連
合
体
と
し
て
定
義
さ
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
グ
テ
の
編
成
を
と
る
と
と
も
に
、

ヨ
コ
の
連
合
も
可

能
で
あ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
た
。
組
織
的
な
基
礎
と
な
る
の
は
職
能
専
門
組
合
（
岡
山
己
52σ
目
白
応
。
）
と
邦
組
合
（

F
Sー仏
2
4巾
吋

σmE仏
σ）
で
、

前
者
は
「
円
柱
」

Vω
自
己

g
A
と
も
呼
ば
れ
た
。

σ
E丘
仏

R
〉ロ

m
g
z
－HZロ
と
同
じ
よ
う
に
、

D
B
B
は
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ゥ
シ
カ

l
派
の
「
職
員
労
働
組
合
連
合
」

V
H
X
R
Z
5
0
－ER
H
H
0
2
2
R白・
5m伊丹
〈

の
の
当
巾
門
付
加
わ
宮
町
民

Z－

「
政
党
政
策
的
中
立
」

と
い
う
テ
ー
ゼ
を
確
認

し
、
社
会
民
主
党
系
の
自
由
労
働
組
合
へ
の
加
盟
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、
或
る
一
定
の
問
題
に
つ
い
て
は
自
由
労
働
組
合
と
提
携
す
る
用
意

が
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
た
。

一
一
月
革
命
い
ら
い
自
由
労
働
組
合
総
委
員
会
と
の
接
触
は
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

そ
の
さ
い
加
盟
の
問
題
も
と

（国〉

し
か
し
成
果
は
な
か
っ
た
｜
｝
｜
と
記
さ
れ
て
い
る
。

り
あ
っ
か
わ
れ
た
。
こ
う
し
た
接
触
は
一
九
一
九
年
に
も
続
行
さ
れ
た
が
、

D
B
B
に
つ
い
て
シ
ュ
レ

l
y
の
記
す
と
こ
ろ
を
一
九
一
九
年
の
段
階
ま
で
見
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
シ
ュ
レ

i
y
は
公
務
員
を
上
級
・



中
級
・
下
級
の
三
層
に
分
け
て
各
層
の
保
守
性
と
革
新
性
と
を
中
心
と
し
て
分
析
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
の
、
不
一
ブ
イ
は
ほ
ぼ
妥
当
で

あ
ろ
う
が
、
な
お
具
体
性
・
実
証
性
が
不
充
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
シ
ュ
レ

l
ン
が
あ
げ
て
い
る
参
照
資
料
も
一
九
二
二
年
か
ら
後
は

D
B
B
の
刊
行
し
た
「
事
業
報
告
」
（
の
巾

R
Eーコ印寸

2
r
r）
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
一
九
二
一
年
の
と
こ
ろ
ま
で
は
フ
リ
ッ
ツ
・
ヴ
ィ

ジ
グ
l
ス
（
司
ユ
宮
司
E
Z
Z）
の
書
い
た
「
ド
イ
ツ
公
務
員
連
合
i
ー
そ
の
発
生
と
発
展
」
（
一
九
一
三
年
刊
）
、
ド
イ
ツ
内
務
省
の
公
務
員

問
題
顧
問
A
・
フ
ァ
ル
ケ
シ
ベ
ル
グ
の
「
革
命
後
の
ド
イ
ツ
公
務
員
運
動
」
（
一
九
二

O
年
刊
）
、

D
B
B
の
議
長
を
し
た
エ
ル
シ
ス
ト
・
レ
マ

（
一
九
二
八
年
刊
）
の
三
つ
の
著
書
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

ー
ス
の
「
ド
イ
ツ
公
務
員
の
組
織
的
統
一
」

こ
う
し
た
資
料
の
不
足

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
た
と
え
ば
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
年
、
二

O
年
あ
た
り
の
D
B
B
の
組
合
員
数
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
か
も
記
さ
れ

同司、両
N

、。

同

1

1

V
ヂ
ん
、
し
V

一
九
二
一
年
に
発
行
さ
れ
た
「
政
治
綱
要
」
の
な
か
に
E
・
キ
ュ

l
ナ
l
ト
（
同
己
5
R
H）
が
執
筆
し
た
「
公
務
員
」
と
い
う
項

そ
こ
で
キ
ナ
i
ナ

l
ト
は
D
B
B
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
が
、
「
D
B
B
の
指
導
部
は
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
中
級
お
よ
び
下
級

公
務
員
の
子
中
に
あ
る
」
（
口
広
回
自
己

g
F円
昨
日
記
ロ
σ肉片

F
印
片
山
戸
白
血

n
E円
巾
白
色
町
｝
岡
山
口
仏
巾
口
出
吉
巳
巾
口
百
円
同
己

2
0吋
ロ
白
血
句
ロ
芯
円

σ？

目
が
あ
る
。

そ
の
す
ぐ
あ
と
に
キ
ュ

l
ナ

l
ト
は
D
B
B
が
「
一
五

O

万
人
以
上
の
公
務
員
を
把
握
し
て
い
る
」
（
口
南
口

o
E
R
Z
∞2
5
Zロ
σ
E
H
P
ι
R
5
2
3ゆ
冨
E
Z
D
B
ω
3
5
Z
E丘
S
E－－－）

と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の
よ
り
ど
こ
ろ
は
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
本
書
は
一
九
二
一
年
の
出
版
で
あ
る
か
ら
、

m
5
1
8・）

と
断
じ
て
い
る
の
は
シ
ュ
レ

i
y
の
分
析
と
の
関
連
で
興
味
ふ
か
い
。

こ
の
数
字
は
お
そ
ら
く
一
九

二
O
竿
あ
た
り
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

フ
ァ
ル
ケ
ン
ベ
ル
グ
の
「
革
命
後
の
ド
イ
ツ
公
務
員
運
動
」
は
上
記
の
よ
う
に
一
九
二

O
年
に
発
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
に

同
年
四
月
一
日
現
在
の
D
B
B
加
盟
組
合
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
フ
ア
ル
ケ
シ
ベ
ル
グ
は
職
能
別
に
組
合
名
を
記
し
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、

一
九
二
七
年
版
の
「
ド
イ
ツ
職
業
団
体
年
報
」
に
よ
っ
て
創
立
年
と
本
部
所
在
地
の
わ
か
る
組
合
に
か
ぎ
っ
て
そ
れ
を
カ
y

コ
内
に
付
記
し
て

お
く
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

九
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o
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e
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n
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h

n
守
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編
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町
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イ
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L
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s
v
c
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e
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d
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。
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D
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シ
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。
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迫
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部
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部
分

（巾

Z
m
H・0
E
2
2
A，2
円
）
は
戦
術
的
考
慮
に
よ
っ
て
、

君
主
制
を
唱
え
る
一
派
の
極
端
に
反
動
的



な
政
策
に
は
反
対
し
て
い
た
。

一
授
勃
発
の
翌
日
、

す
な
わ
ち
三
月
一
四
日
ベ
ル
リ
ジ
で
執
行
部
は
特
別
会
議

こ
う
し
た
前
兆
の
も
と
に
、

を
開
い
た
。
選
出
さ
れ
て
い
た
執
行
部
員
一
一
一

O
名
の
う
ち
一
六
名
が
出
席
し
た
。
わ
り
と
長
い
討
論
の
の
ち
反
対
三
票
で
決
議
が
採
択
さ
れ

た
。
そ
の
決
議
は
ド
イ
ツ
国
政
府
を
支
持
す
る
こ
と
、

ス
ト
ラ
イ
キ
に
賛
成
す
る
こ
と
を
用
心
ぶ
か
い
表
現
で
述
べ
て
い
た
。

い
わ
く
「
（
上

略
）
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
労
働
組
合
は
、
憲
法
に
し
た
が
っ
て
成
立
し
た
政
府
権
力
が
存
在
し
な
い
と
こ
ろ
で
は
い
ず
こ
に
お
い
て
も
、
合
憲
的

状
態
が
回
復
さ
れ
る
ま
で
、
労
働
拒
否
の
子
段
を
と
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
。
執
行
部
は
部
員
の
な
か
か
ら
七
名
の
委
員
と
六
名
の
補
欠
委

員
（
明
日
虫

Ngmg－EW吋
）
と
を
選
出
し
て
行
動
委
員
会
守
山
口
〉
付
色
。
ロ

S
5
m門
町

5
与
を
結
成
し
、
こ
の
委
買
会
は
た
だ
ち
に
ド
イ
ツ
国
政

府
お
よ
び
社
会
民
主
党
系
の
白
由
労
働
組
合
と
連
絡
を
と
っ
た
。
ベ
ル
ワ
ン
に
残
留
し
た
行
動
委
員
会
代
表
者
た
ち
は
A
D
G
B
（
会
ド
イ
ツ

労
働
組
合
同
盟
）
と
自
由
峨
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
グ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト
と
が
出
し
た
要
求
に
賛
同
し
た
。

D
B
B
行
動
委
員
会
の
メ
シ
パ
！
と

自
由
労
働
組
合
と
の
あ
い
だ
に
協
力
が
す
す
ん
だ
。
そ
の
結
果
D
B
B
の
最
も
反
動
的
な
り

I
グ
ー
た
ち
は
、

一
九
二

O
年
三
月
一
一
三
日
の
執

行
部
会
議
で
行
動
委
員
舎
の
解
散
を
貫
徹
す
る
に
い
た
っ
た
。

一
九
二

O
年
四
月
五
日
、

D
B
B
執
行
部
の
代
表
者
た
ち
が
門
出
労
働
組
合
お

よ
び
両
社
会
民
主
党
と
の
協
議
に
参
加
し
、
そ
こ
に
提
出
さ
れ
た
ド
イ
ツ
国
政
府
へ
の
要
求
書
に
署
名
し
た
と
き
、

D
B
B
内
の
最
も
反
動
的

な
プ
ル
ジ
ョ
ア
的
勢
力
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
合
の
な
か
に
い
る
か
れ
ら
の
味
方
を
組
織
し
、
反
撃
に
移
っ
た
。
か
れ
ら
は
あ
ら
ゆ
る
干
段
を
つ

く
し
て
自
由
労
働
組
合
と
の
提
携
と
民
主
的
統
一
戦
線
の
結
成
と
を
阻
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
そ
れ
に
成
功
し
た
。
と
い
う

の
は
、
一
挟
の
あ
い
だ
の
具
体
的
状
況
の
な
か
で
単
に
戦
術
的
な
理
由
だ
け
で
ド
イ
ツ
国
政
府
支
持
に
賛
意
を
表
し
て
い
た
す
べ
て
の
連
中
が

D
B
B
の
な
か
で
か
れ
ら
を
支
援
し
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二

O
年
四
月
五
日
お
よ
び
二
二
日
の
集
会
で
D
B
B
議
長
の
解
任
と

D
B
B
指
導

部
の
変
更
と
が
要
求
さ
れ
、

一
つ
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。
そ
の
決
議
に
よ
る
と
、

D
B
B
は
将
来
な
ん
ら
か
の
政
貨
の
署
名
の
あ
る
文
書
に

は
絶
対
に
署
名
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、

D
B
B
が
そ
の
署
名
に
よ
っ
て
厳
密
な
政
党
政
策
的
中
立
の
路
線
を

放
楽
し
た
、
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
理
由
づ
け
ら
れ
た
。

一
九
二

O
年
四
月
の
う
ち
に
、

加
盟
組
合
の
多
数
派
を
代
表
す
る
一
七
の
大
き
な
職
能
別

組
合
が
特
別
集
会
を
開
催
し
、
そ
の
席
で
臨
時
代
表
者
会
議
に
備
え
て
同
じ
よ
う
な
要
求
が
出
さ
れ
、
さ
ら
に
精
密
化
さ
れ
た
。

そ
の
政
治
路

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

四
七



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
崩
」
と
労
働
運
動
制

ハ
小
林
）

四
八

線
は
け
っ
き
ょ
く
一
九
二

C
年
五
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
ま
で
お
こ
な
わ
れ
た

D
B
B
代
表
者
大
会
で
貫
徹
さ
れ
た
。

（時
v

れ
、
「
ド
イ
ツ
教
員
組
合
」
の
指
導
的
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た

w
－
フ
リ
ュ

l
ゲ
ル
（
出
口
問
己
）
が
D
B
B
議
長
を
ひ
き
う
け
た
。
こ
の
大
会
で

は
、
日
由
労
働
組
合
お
よ
び
労
働
者
階
級
と
の
提
携
に
反
対
し
た
勢
力
、
ま
た
共
和
制
を
帝
国
主
義
的
権
力
関
係
の
維
持
に
適
す
る
国
家
形
式

と
見
な
し
た
勢
力
が
勝
利
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
の
ち
公
務
員
の
大
き
な
詩
グ
ル
ー
プ
が
D
B
B
を
脱
退
す
る
に
い
た
っ
た
事
情
の
出
発
点
は

一
九
二

O
年
の
う
ち
に
す
で
に
「
上
級
公
務
員
連
合
」
回
ロ
ロ
仏
仏

2
z
r角
g
∞3
5
1日
は
D
B
B
を
脱
退
し
、

新
指
導
部
が
選
出
さ

こ
こ
に
あ
っ
た
。

九

二
一
年
に
仙
の
公
務
員
諸
グ
ル
ー
プ
と
、
と
も
に
「
上
級
公
務
員
全
国
連
合
」

H
N
o
k
rゲ
ロ
ロ
仏
含
門
町
O
V
0
2ロ
回

g
g
Zロ
を
結
成
し
、
そ
の

議
長
に
は
の
ち
に
D
V
P
（
ド
イ
ツ
国
民
党
ロ
2
g
n
Fゆ
〈
。
係
者
mw
門
店
円
）
の
議
長
と
な
っ
た
エ
ル
シ
ス
ト
・
シ
ョ
ル
ツ
（
田
口
印
汁

ω
n
F
O円N
）

一
九
二
一
年
に
は
こ
の
全
国
連
合
に
一

O
二
の
組
合
が
加
盟
し
て
お
り
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
の
上
級
公
務
員
の
お
よ
そ

2
一3

該
当
し
、
組
合
員
総
計
は
約
六
万
名
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
述
合
は
明
白
な
地
位
組
織
（

ω
Eロ仏巾由。円向山口円白山片山
0
3
と
し
て
と
ど
ま
っ
た
o

D
B
B
の
メ
シ
パ
ー
の
う
ち
自
由
労
働
組
合
に
共
感
し
て
い
る
も
の
の
多
数
は
、

D
B
B
指
導
部
が
ド
イ
内
ノ
史
上
は
じ
め
て
の
公
務
員
ス
ト
ラ

イ
キ
に
反
対
し
た
の
ち
、
脱
退
し
た
。
こ
の
ス
ト
は
一
九
二
二
年
に
D
B
B
加
盟
の
「
ド
イ
ツ
鉄
道
公
務
員
・
一
層
員
全
国
労
働
組
合
」
同
色

nz・

同）巾

E
R
F
Z
H
W円加のロず
mHVHMσ35Zロ
ロ
ロ
門
回
目
伊
ロ
オ
ミ
汁
O

円
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。

が
就
任
し
た
。

向
。
者
ゆ
門
町
宮
町
民
け

と
も
に
一
九
二
二
年
六
月
一
八
日
「
全
ド
イ
ツ
公
務
員
連
合
」

（
間
引
）

レ
l
シ
は
記
述
し
て
い
る
。

か
れ
ら
は
他
の
グ
ル
ー
プ
と

〉
戸
川

H
2
5
E
2
0
2
Zの
げ
ミ

ω
2
5
Zロ
σロ
ロ
円
四
を
創
立
し
た
ー
ー
ー
と
シ
ュ

務
員
は
概
し
て
革
新
性
を
も
ち
、

シ
ュ
レ

l
y
は
公
務
員
を
上
初
・
中
級
・
下
級
に
分
け
て
各
陪
の
保
守
性
と
革
新
性
、
と
を
中
心
と
し
て
分
析
し
よ
う
、
と
し
て
い
た
。
下
級
公

上
級
公
務
員
は
お
お
む
ね
保
守
性
と
い
う
よ
り
む
し
ろ
反
劃
性
を
つ
よ
く
も
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
一
九
二

O
年
か
ら
一
一
一
年
に
か
け
て

ω動
ぎ
で
は
、
上
級
公
務
員
の
組
合
が
D
B
B
を
脱
退
し
て
い
る
。

こ
れ
は
い
か
な
る
理
由
に
よ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
シ
ュ
レ

l
シ
は
、
か
れ
ら
の
結
成
し
た
組
合
連
合
が
「
地
位
組
織
」
と
し
て
と

E
ま
っ
た
と
い
う
点
に
上
級
公
務
員
の
限

界
を
み
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
上
の
分
析
は
お
こ
な
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
場
合
に
も
資
料
の
不
足
に
よ
る
の
か
も
し
れ
な



ぃ
。
参
照
文
献
の
と
こ
ろ
に
シ
ュ
レ

1
シ
が
あ
げ
て
い
る
の
は
、
こ
こ
で
も
ヴ
ィ
シ
グ
l
ス
と
フ
ァ
ル
ケ
シ
ベ
ル
グ
と
レ
マ

l
ス
の
一
二
人
の
そ

れ
ぞ
れ
の
著
書
だ
け
で
あ
る
。

エ
ミ

i
ル
・
レ

1
デ
ラ
！
と
ヤ
l
コ
プ
・
マ
ル

γ
ャ

l
グ
は
一
九
二
六
年
刊
行
の
「
社
会
経
済
学
綱
要
」
に
寄
稿
し
た
「
新
中
間
層
」
の
な

か
で
、
社
会
民
主
党
系
の
公
務
員
組
合
上
部
制
織
「
全
ド
イ
ツ
公
務
員
連
合
」
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
連
立

に
は
一
九
二
三
年
に
二

O
組
合
が
加
盟
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
は
非
常
に
有
力
な
組
合
も
含
ま
れ
て
い
る
。
組
合
員
総
数
三
五
回
、

0
0
0

名
。
そ
の
う
ち
二

O
万
名
は
「
ド
イ
ツ
鉄
道
公
務
員
・
一
躍
員
全
国
労
働
組
合
」
に
属
し
て
い
る
と
い
う
。

ま
た
レ

l
Jア
ラ
ー
た
ち
は
一
九
二
三

（阻）

年
に
お
け
る
D
B
B
加
盟
の
大
き
な
組
合
、
と
し
て
下
記
の
も
の
を
あ
げ
、
そ
の
組
合
員
数
を
カ
y

コ
内
に
記
し
て
い
る
。

「
ド
イ
ツ
国
有
鉄
道
公
務
員
労
働
組
合
」
の
2
2品
目
『
民
同

r
E印
n
F
2
問。

r
Zぴ州
W
H
S
σ
g
E
Zロ
（
約
八

O
、
0
0
0名）

「
郵
便
・
電
信
公
務
員
全
国
温
合
」
同
2
n
F
2
2寸何百円日仏
2
H
ν
C印
マ
ロ
邑
↓
o
H
m
m
g芸
3
σ
g
E
Zロ
（
一
二

O
、
0
0
0名）

「
ド
イ
ツ
警
察
公
務
員
連
合
」

u
g
z
n
F
R
可。ロ
N
O
円ず

2
5
Zロヴ
5
丘
（
一

O
六、

0
0
0名）

「
ド
イ
ツ
教
員
組
合
」

U
2
2
n
v
m
w吋
F
5円巾吋〈巾
H

・0
E
（
一
五
二
、
。
一

0
0名）

「
自
治
体
公
務
員
全
国
連
合
」
同
色
与
印
ヴ
ロ
ロ
仏
弘
司
同
C
B
E
R
g
－σ2
5
Zロ
（
一
六
六
、

0
0
0名）

一
九
二
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
パ
ワ
ル
・
ヘ
レ
編
「
政
治
辞
典
」
の
「
公
務
員
」
の
項
を
執
筆
し
た
フ
リ
ー
ド
リ
y

ヒ
・
グ
ォ
ル
フ
シ
ュ
テ
ィ

i
グ
百
円
円
包
三
島
巧
O
店
主
円
高
）
は
、
一
九
二
二
年
に
お
け
る
公
務
員
の
上
部
組
織
と
し
て
、
つ
ぎ
の
六
つ
を
あ
げ
て
い
る
。

(a) 

「
ド
イ
wノ
公
務
員
連
合
」
巴
ゆ
口
付
加
の
げ
耳
切
3
5
Zロ
・
即
日
己

一
九
二
二
年
の
議
長
は
教
師
フ
リ
ュ

1
グ
ル
（
問
E
m
o
H）
。
事
務
局
は
ベ
ル
リ
シ
、

合
。
原
則
と
し
て
す
べ
て
の
政
治
的
共
同
体
（
宮
ロ
片
山
田
巳
5
0
0目
。
山
口
当
2
0口）、

オ
ラ

l
－
一
エ
シ
街
一
四

0
0

公
法
的
団
体
（
ORm互
に
n
V
E
E
n
r
－w伊
め
問
。
召

R
－

S
四
二
、

最
大
の
組

出
向
日
町
内
戸
内
古
口
）
、
教
会
お
よ
び
社
会
保
険
の
す
べ
て
の
公
務
員
守
口
。
∞

8
5け
ゆ
る
を
包
括
す
る
。

排
除
し
、
労
働
者
お
よ
び
民
間
職
員
の
労
働
組
合
の
す
べ
て
と
協
力
す
る
守
口
S
E
E
S
m
oげ巾口）。

政
党
政
策
上
お
よ
び
信
仰
上
の
問
題
を

グ
テ
に
は
大
き
な
職
能
部
門
（
郵
便

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
制

（
小
林
）

四
九



第
一
次
大
以
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動

（
小
林
）

万令。

V判

－
司
法
な
ど
）
の
労
働
組
合
に
編
成
さ
れ
、

ヨ
ヨ
に
は
邦
別
の
組
合
（
戸
自
己

2
4巾
円
宮
口
宏
）
、
、
地
区
の
組
合
連
合
（
対
常
広
口
）
に
編
成

さ
れ
て
い
る
。

〕
九
一
一
二
年
一
月
一
日
現
在
で
四

O
の
職
能
組
合
（

p
w
n
F
S岳
山
口
巳
巾
）
と
一
七
の
邦
組
合
（
Fmg仏
g
〈
巾
号
田
口
広
与
を
傘

下
に
も
ち
、
組
合
員
総
計
一
、

一
九
二
二
年

一
三
の
、

O
五
四
名
。
公
務
買
ス
ト
ラ
イ
キ
の
問
題
に
た
い
す
る
従
来
の
不
明
唯
な
態
度
は
、

の
第
三
回
大
舎
で
は
げ
し
い
意
見
の
対
立
の
も
と
に
論
議
さ
れ
て
決
清
が
つ
い
た
。
そ
の
さ
い
圧
倒
的
多
数
は
、
執
行
部
が
と
っ
た
ス
ト
反

(b）対
の
見
解

賛
成
し
7こ

「
ド
イ
ツ
公
務
員
・
邦
職
員
労
働
組
合
総
連
合
会
」
の

g
即
日
守
日
σ自
民
仏

O
E宮
町

2

∞g
B
Zロ
・
ロ
出
品

ωEMW付加山口
m
g
z
－P
8・

の
ゆ
者
。
吋
｝
内
白
与
え
古
ロ

事
務
局
は
ベ
ル
リ
シ
・
グ
ィ
ル
マ

l
ス
ド
ル
フ
、
カ
イ
ザ
！
ア
レ
、
二
五
。

w
ノ
労
働
組
合
同
盟
L

ロ
巾
三
宮
町

2
0
2
4岳
町
長
丘

Z
σ
E邑
に
加
問
。
こ
の
同
盟
は
中
央
党
〈
N
巾
E
E白血
U
R
Z
C
を
基
礎
と
し
、
一
一

一
九
二
二
年
の
議
長
は
グ
y
チ
ェ

（の戸門的門yo）。

「
ド
イ

用
者
の
経
済
的
社
会
的
向
上
の
ほ
か
に
、
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
の
育
成
を
目
的
と
す
る
。

一
九
二
二
年
の
組
合
員
数
約
三
五
万
名
。

〉
品
。
円

g
y
k
Hロ
m
g
Zロ
Z
ロa
戸口門同

。
。
司
ゆ
吋
｝
g
n甘
え

Z
江
口
問
仏

O
E
R
V
O吋

「
ド
イ
ツ
労
働
者
・
職
員
・
公
務
員
組
合
連
盟
」

∞3
5
Zロs
〈
Rσ
山
口
門
目
。
。
事
務
局
は
ベ
ル
リ
シ
、
グ
ラ
イ
フ
ス
ヴ
ァ
ル
グ
ワ
街
、
二
二
一
l
e
i－

i

二
三
。

ル
シ
ュ
・
ド
ゥ
ジ
カ

l
派
）
〈
σ
ユumw口
広
仏
め
「
門
目
。
口
付
加
わ
F
2
H
の
2
三凶吋｝門〈巾円。

E
O
（出同門的行日
γ
ロ
ロ
ロ
nv円。品、 「

ド
イ
ツ
労
働
組
合
連
合
L

r、、
ヒ

「
全
鉄
道
員
組
合
」

〉
ロ

mm－

「
職
員
労
働
組
合
連
介
」
の
0
4
2品
目
岳
民

Zσ
ロ
ロ
門
日
号
円
九
日
ロ

m
Z
Z
5
8
よ
り
成
る
つ

組
合
員
合
計
七

C
万
名
。
社
会
的
、
自
由
主
義
的
、
民
族
的
土
台
の
う
え
に
官
民
的
C
N
H
P
Z
E
入
忠
臣

σ
E円
n
v
m
H
H
H
ロ
ロ
内
山
口
幹
古
日
件
。
日

白
色
ロ
ゆ
吋
同
町
σ
見
出
『
ロ
ο吋〈σ
込）

MWロ
門
凶
お
よ
び

回

oa巾
ロ
）
立
ち
、
政
党
政
策
・
宗
教
政
策
・
種
族
政
策
（
閃

2
2匂
O
E
H
W
）
を
排
除
し
、
公
務
員
の
利
益
促
進
を
め
ざ
す
。

同
「
全
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
」
〉
ロ

m巾
B
巾
山
口
門
叶
ロ

2
Z
$
2
0
0
4
4
0吋
付
加
わ
町
民

Z
ず
己
ロ
号
事
務
局
は
ベ
ル
リ
シ
、

フ
ァ

i
一
五
。
社
会
民
主
党
系
の
大
組
織
。
こ
れ
に
加
盟
す
る
も
の

l
lつ
ド
イ
ツ
鉄
道
員
連
合
」
り

σ
5
2
F
2
閉山田巾ロ
σ巴
5
0
3
0
H
σ
m
g号

「
上
級
公
務
員
全
国
連
合
」
同

is島ロロ門戸
FOF叩
Hm門
出

3
5
5
1

一
九
二
二
年
の
議
長
は
ド
イ
ツ
国
大
臣
（
現
職
）
シ
ョ
ル
ツ

エ
シ
ゲ
ル
ワ
l

(e) 



（

ωnrc
－N）
博
士
。

事
務
局
は
ベ
ル
リ
ン
・

γ
ュ
テ

l
グ
リ
？
ツ
、
グ
り
ル
パ
ル
ツ
ア

i
街
一
一
斗
。
政
党
政
策
的
な
ら
び
に
信
仰
的
運
動
を

一
切
の
共
通
の
職
業
的
、
法
律
的
、
経
済
的
問
題
に
つ
い
て
上
級
公
務
員
を
代
表
す
る
。
二

O
の
邦
組
合
と
職
能
組
合
（
「
州
自
仏

2
・

排
除
し
、

口
出
仏
国

2
丘
町

2
5
5品
目
）
を
傘
下
に
も
ち
、
組
合
員
約
一

O
万
名
υ

2
1
 

阻
止
戸
内
片
的
ず
戸
口
仏
が
あ
る
。

純
粋
に
経
済
的
目
的
の
た
め
に
結
成
さ
れ
た
大
組
織
と
し
て

「
ド
イ
ツ
公
務
員
経
済
連
合
」

ロゆ戸片的

nFゆ吋
国

2
5
Zロ・
4
目立
a

一
九
二
三
年
の
は
じ
め
、

い
く
つ
も
の
公
務
員
経
済
組
合
前

2
宮
古
ロ
・
当
町
付
加
岳
民
汁
君
。
吋
巳
ロ
σ
ロロ門
HE4mHaa

ヴ
昨
H
M

門
同
与
を
傘
下
に
も
ち
、
組
合
員
合
計
一
五

O
万
名
。
活
動
分
野
は
住
宅
お
よ
び
住
宅
地
事
項
、
貨
幣
経
済
、
グ
レ
ジ
y

ト
援
助
、
消
費

・
保
険
事
割
、
保
養
所
、
病
人
看
護
、
日
舎
滞
荘
な

E
。
事
務
局
は
そ
れ
ぞ
れ
に
あ
る
が
、
木
部
は
ペ
ル
リ
シ
。

こ
の
ヴ
J
A

ル
フ
シ
ュ
テ
ィ

1
グ
の
分
類
で
は
同
と
同
と
の
書
き
方
が
不
適
当
で
あ
る
。
同
は
ハ
ル
ト
フ
ィ

i
ル
の
組
織
図
式
で
い
う
と
自
由

主
義
的
民
政
的
労
働
組
合
の
系
統
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
公
務
員
上
部
組
織
と
し
て
は
「
ド
イ
ツ
公
務
員
組
合
連
盟
」
同
庄
内

円同ゆロけ
m
n
y
o
H・

回
o
m
g
Zロ
ぐ
巾
円
寸
同
ロ
門
目
。
を
記
載
す
べ
き
な
の
に
、

八
ル
ト
フ
ィ

l
ル
の
図
弐
で
い
え
ば
社
会
主
義
的
労
働
組
合
の
系
統
で
あ
る
か
ら
、
公
務
員
上
部
組
織
と
し
て
は

労
働
者
と
民
間
職
員
と
公
務
員
を
ひ
っ
く
る
め
た
最
上
部
組
織
を
あ
げ
て
い
る
。

ま
た
凶

tま

「
全
ド
イ
ツ
公
務
員
連

ム
口
」
〉
口
問

2HHO門口
σ吋
巴
巾
C
H印

n
F
2
∞2
5
Zロぴ
E
己
を
あ
げ
る
べ
き
な
の
に
、

こ
こ
で
も
労
働
者
・
民
間
職
員
・
公
務
員
三
者
の
最
上
部

組
織
を
記
載
し
て
い
ヲ
心
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ォ
ル
フ
シ
ュ
テ
ィ

l
グ
の
記
述
に
上
っ
て
同
川
同
の
一
九
二
二
年
の
状
態
が
い
く
ぶ
ん
で

も
わ
か
る
の
は
あ
り
が
た
い
。』＼

ワ
イ
マ
ル
共
和
政
の
第
一
期
に
お
け
る
民
間
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
に
つ
い
て
は
本
稿
の
五
お
よ
び
六
で
も
触
れ
た
が
、

一
九
二
三
年
刊
の
「
政

治
辞
典
」
に
「
民
間
職
臼
運
動
」
〉
ロ

m
g
Z
5
2
σ
2司
町
内
戸
口
問
の
項
を
寄
稿
し
た
プ
ー
ド
ル
フ
・
ギ
ュ
シ
タ
l
（
〉
門
目
。
民
口

P
Eゲ
叩
円
）
は
、

民
間
職
員
組
合
の
上
部
活
織
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
1
1
L

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
届
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

五

〔1)

「
全
自
由
職
員
連
合
」
k
J

－－m
O
B
Zロ
O
H
F』巳
2
〉
ロ

m
g汁
巾
宮
内
ロ
ヴ
戸
口
弘
（
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
ヱ
〉

F
σ
E己
E

）、

傘
下
の
組
合

に
（
一
九
二
一
年
）
六
O
万
名
の
組
合
員
を
も
っ
。
そ
れ
ら
の
加
盟
紅
合
の
う
ち
に
は
以
前
の
組
織
が
合
併
し
た
の
も
二
、
三
あ
る
。

と
え
ば
「
技
術
者
組
合
」
叶

2
Y旦
宮
門
寸
巾
手
信
弘
と
「
技
術
工
業
職
員
紅
合
」
回
口
口
広
－

Z
♀
巳
EFE百
円
甘
え
円
円
。
ロ

R
H
w
g目
Z
ロ
と
は 7こ

合
併
し
て
「
技
術
職
員
組
合
L

切
口
口
広
巳

2
2
n
F
E
mわ
y
g
〉
口
問
内
沼

Z
5
3
ロロ門

H
F
M
2
5
2と
な
っ
た
。
）
ア
！
フ
ァ
・
プ
シ
ト
に
は

「
ド
イ
ツ
職
長
組
合
」
ロ

E
Z
5
0門
司

2
W
H
H
Eぇ
2
5吾
川
百
円
山
も
加
盟
し
て
い
る
。
こ
の
組
合
は
、
以
前
に
一
時
ラ
イ
ブ
チ
ヅ
ヒ
の

「
ド
イ
ツ
商
店
員
組
合
」
」
刊
号

σ州
自
己
り

2
g
n
F巾
吋
出
向

HHEEぷ
師
向
。
百
戸
内
巾
口
お
よ
び
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ウ
シ
カ

l
派
の
「
ド
イ
円
ノ
労
働
組
合

連
合
」
〈

2σm百
円
同
己
負
ロ
ω戸汁印わ何回

2
0
0
4司
ゆ
門
官
、
。
円
。
庄
の
と
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
。

ま
た
ア

1
フ
ァ
・
プ
ン
ト
加
盟
組
合
の
な
か
の

最
大
組
織
と
し
て
、

白
由
労
組
系
の
組
合
の
合
併
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

「
職
員
中
央
出
合
」

N
S
H
S
H
2岳
山
口
仏
仏

2
〉ロ

mw・2
5
H
H
Zロ

が
あ
る
。
そ
の
組
合
員
は
四

O
万
名
。

ω
「
職
員
労
働
組
合
連
合
」
の
ゆ
者
全
ぎ
の
町
民

Zσ
ロロ門戸巴

t
k
rロ
m
g古
言
。
口
、
組
合
員
問
。
一
万
名
。

い
大
き
な
商
店
員
組
合
と
「
ド
イ
ツ
商
人
組
合
L

J

「
2
0山
口
〔
宮
戸
付
加
わ
何
回
ミ
同
ω戸
国
内
三
ゆ
を
も
っ
て
い
る
。

そ
の
傘
下
に
は
い
く
つ
か
の
官

前
者
の
商
店
員
組
合
は
元
来
そ

の
組
合
員
の
な
か
に
雇
主
を
ふ
く
ん
で
い
る
£
後
者
の
「
ド
イ
ツ
商
人
組
合
」
は
、
以
前
に
は
ヒ
ル
シ
ュ
・
ド
ウ
ン
カ
l
派
の

働
組
合
連
合
」
と
提
携
し
て
い
た
が
、
す
で
に
そ
れ
か
ら
離
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
「
職
員
労
働
組
合
連
合
」
と
い
う
上
部
組
織
は
自

由
主
義
的
民
族
的
包
括
庄
内
山
口
紅
ゲ
ロ
里
山

S
色
）
た
根
本
志
向
を
も
ち
、
最
上
部
組
織
と
し
て
つ
ド
イ
ツ
労
働
者
・
職

R
・
公
務
員
組
合
連
盟
L

Z

の
2〈巾吋
w
z
rえ
冨
江
口
向
島
’
（

C
2
2再出
nr足
立
江
口
問

a
g汁白の
MMZKH吋寸巳件。吋
J

〉
口
問
。
印
件
。
言

g
－

C
白
血
回

g
g
Zロ
E〈ゆ吋
σ川口丘巾）

「
ド
イ
ツ
労

に
加
盟
し
て
い
る
。
そ
し
て
部
分
的
に
は
（
N
－
吋
・
）
民
主
的
リ
ー
ダ
ー
た
ち

2
2ロ
o

－q
E門
的
内
町
。
同
P
U
H
－－）

に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
て
い

る

「
ド
イ

wノ
職
員
労
働
組
合
総
連
合
会
」
の

g
R
5
5吋げ
mg仏
号

E
R
Z円
〉
ロ

mmw由

Z
5
3
m
o者
。
可
申
円
宮
町
民

Z
R
組
合
員
四

O
万

名
。
こ
の
総
連
合
会
の
中
核
は
「
ド
イ
円
／
国
民
商
府
民
組
合
」

U
2
z
n
Fロ
m江戸
S
丘
町
門
出

g
－
門
ロ
ロ
ロ
宮
内
各
口
同
町
ロ
ぐ
巾
吋
ゲ

mwHH門
円
で
あ
る
。

。）

総



連
合
会
は
今
リ
ス
ト
教
的
な
諸
労
働
組
合
（
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
り
巾

E
E
F
2
の
ゆ
司
司
宮
与
え

Z
σ
5丘
〉
を
最
上
部
組
織
と
し
て
カ

ル
テ
ル
（
連
合
）
関
係
を
む
す
ん
で
い
る
。

以
上
三
つ
の
上
部
組
織
に
加
盟
し
て
い
な
い
の
は
、
比
較
的
小
さ
な
組
合
だ
け
で
あ
る
。

と
ギ
ュ
シ
グ
I
は
述
べ
、
そ
し
て
「
今
日
で
は
ド
イ
ツ
民
間
職
員
の

3
一4
以
上
が
組
合
に
組
織
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ

（
川
）

の
組
織
率
は
労
働
者
の
場
合
よ
り
も
高
い
。
労
働
者
の
組
織
率
は
せ
い
ぜ
い

2
一3

で
あ
ろ
う
か
ら
」
と
書
い
て
い
乙
。
な
お
ギ
ュ
ン
タ
ー
が

あ
げ
て
い
る
組
合
員
の
概
数
で
、
特
記
し
て
い
な
い
部
分
は
一
九
二
二
年
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

東
ド
イ
ツ
で
昨
年
出
版
さ
れ
た
「
ド
イ
ツ
史
・
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
事
典
」
の

〉－－

m
o
g巾
E
R
同門巾円
t

k

r
口
問
。
印
汁
巾
ロ

Z
白
日
）
巳
白
色
（
ア

l

ブ

7

・
プ
シ
ト
）
の
項
を
み
る
と
、
こ
の
プ
シ
ト
は
「
一
九
一
二
年
一

O
月
三
日
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
ア

l
フ
ァ
・
プ

ジ
ト
大
会
で
成
立
し
た
」
（
：

L
B
Z
Zロ仏
μ
B
ω
・
OWH－
E
N
H
E
H）己的白巾
E
o正
日
民
仏
2H同
同
・
問
。
ロ
my・ο白
印
仏

g
〉
F
P・∞己ロ門同

2
・：）

（
山
〕

Lι

書
か
れ
て
い
る
。
正
式
の
成
立
は
た
し
か
に
一
九
二
一
年
一

C
月
三
日
で
あ
る
が
、
ア
l
ア
ァ
・
プ
シ
ト
自
身
で
一
九
二
一
年
に
刊
行
し
た

（切吋

EHO
∞
ロ
印
白
）
著
「
職
員
運
動
に
お
け
る
解
明
」
に
よ
る
と
、

一
九
二

O
年
一
一
月
六
日
お
よ
び
七
日
に
「
自

由
職
員
組
合
ブ
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
」
の
執
行
部
会
議
（
J122mwロ
仏
件
。
足
。
吋

gN）
が
聞
か
れ
て
、
加
盟
組
合
の
執
行
部
の
代
表

プ
ル

i
ノ
1
・
ジ
ュ
ー
ス

が
集
ま
っ
た
。
そ
の
席
で
つ
ぎ
の
六
条
に
わ
た
る
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

シ
ゲ
ジ
（
何
回
目
出
向
巾
ロ
）
と
と
も
に
「
自
由
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
ゲ
マ
イ
ジ
シ
ャ
フ
ト
し
の
執
行
部
の
一
人
で
あ
る
。
）

（〉
H
i

ず
巴

g
m
σ
B巾山口白

n
H
M
M

同時ご
M
O

吋
同
門
広
肉

2
3吋
付
加
わ
町
民
正
・

（
ジ
ュ
ー
ス
は
ア
フ
ワ
ホ
イ
ザ
l

（〉口同日岡山戸曲。吋〉

お
よ
び
グ
リ

第
一
条

自
由
労
働
組
合
的
職
員
組
合
ア
ル
パ
イ
ツ
グ
マ
イ
シ
シ
ャ
フ
ト

n
y
sー
〉
ロ

m
g
Zロ

け
巾

D
Z円
σmEao）
は
将
来

全
自
由
職
員
連
合
（
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
）
〉
口
問
。
日
巾

E
R
可
巳
2
K戸口
m
g
Z
H
H
Z
Dず己ロ仏

（k
r
h
k
H
E
切己ロハ同）

と
い
う
名
称
を
旧
い
る
べ
き
で
あ
る
。

第
二
条

（同向。口問円。由。ロロ門凶｝）斜同・同町山
H
M
O
H

円片山白
nFσ

∞ゆ印伸一門巾
σ己ロ
m
円め口白日ロ門同

宗
教
的
お
よ
び
政
党
政
策
的
努
カ
は
排
除
さ
れ
て
い
る
。

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（

小

林

）

五



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
迩
効
回

（
小
林
）

五
回

m
g
m
g
n
E。
由
白

3
・
）
ア
！
フ
ァ
・
プ
シ
ト
は
共
通
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
他
の
労
働
組
合
的
、
政
治
的
そ
の
ほ
か
の
組
織
が
ア

i

フ
ァ
の
閏
的
の
ワ
グ
内
で
行
動
す
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
組
織
と
、
そ
の
時
ど
き
に
提
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

加
盟
し
て
い
る
各
労
働
組
合
は
、
ア

i
フ
ァ
・
プ
ン
ト
の
会
庫
に
組
合
同
二
人
あ
た
り
毎
日
一
主
ベ
ニ
？
に
の
分
担
金
を
支
払
わ

第
四
条

経
常
費
の
金
額
は
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
の
組
合
犬
会
（
の
め
当
司
付
加
の
伊
え
E
W
C
口町・

2
3
で
決
定
さ
れ
る
。
特
別
の
財
政
的
必
要

を
充
た
す
た
め
の
ア
！
フ
ァ
・
プ
シ
ト
へ
の
特
別
分
担
金
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
一
六
条
に
よ
る
代
表
者
会
議
が
決
定
す
る
。

第
五
条

ア
l
フ
ァ
・
セ
シ
グ
l

（
krtrN巾
5
5
F）
設
立
の
た
め
、
組
合
員
一
名
に
つ
き
一
ニ
ベ
ニ

y

ヒ
の
一
同
限
り
の
分
担
金
を
徴

収
す
べ
き
で
あ
る
。

加
盟
組
合
は
こ
の
代
表
昌

第
六
条

ア
l
フ
ァ
組
織
を
編
成
す
る
た
め
に
代
表
者
会
議
（

J
1
2
q
Z角的
E
Nロ
旦
む
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

会
議
に
つ
ぎ
の
数
の
代
議
員
権
を
も
っ
。

組

合

員

二

O
、
0
0
0名
ま
で
：
：
：
・
：
代
表
者

二
名

五
O
、
0
0
0名
ま
で
：
・
：
j
i－－
j
i
－
－
三
名

七
五
、

0
0
0名
ま
で
：
：
：
：
j
i
－
－
：
・
：
四
名

一
0
0、
0
0
0名
ま
で
：
j
i
－
－
：
：
：
：
：
・
五
名

一一

C
C
、
0
0
0名
ま
で
：
：
：
：

j
i
－
－
：
：
・
六
名

三
O
O、
0
0
0名
ま
で
・
：
：
j
i－
－
：
：
：
：
七
名

五四
0 0 
0 0 

0 0 
0 0 
0 0 
名 名
以ま

上で

九〔八
名5名

こ
の
プ
ル
l
ノ
1
・
ジ
？
l

ス
の
著
書
は
一
九
一
二
年
一

O
月
三
日
の
大
会
に
そ
な
え
て
そ
の
前
に
出
版
さ
れ
仁
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ



ら
ず
、
そ
の
出
版
元
は
す
で
に

K
戸
口
問
σ
E
O
E
σ
門
守
弘
司
〉
口
問
。
印
け

050ロ寸戸ロ門同
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ

ト
の
形
式
上
の
創
立
は
、
東
ド
イ
ツ
の
「
事
典
」
の
記
述
の
よ
う
に
一
九
二
一
年
一

O
月
三
日
で
あ
る
が
、
事
実
上
の
創
立
は
一
九
二

O
年
一

一

月

七

日

と

考

え

る

べ

き

で

あ

ろ

う

。

こ

の

と

と

は

、

（

全

ド

イ

ツ

労

働

組

合

同

盟

）

と

ア

I
フ
ァ
・

一
九
一
二
年
四
月
一
二
日
に
A
D
G
B

プ
シ
ト
と
の
組
織
契
約
に
よ
っ
て
も
暗
証
さ
れ
る
。
そ
れ
は
一
九
二
一
年
一

O
月
三
日
の
第
一
回
ア

l
フ
ァ
・
デ
シ
ト
大
会
よ
り
下
平
近
く
も

前
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

キ丑

織全
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
組
（
A
D
G
B
、
本
部
ベ
ル
リ
ン
）
と
全
自
由
職
員
連
合

（

k
r
t
r出
口
出
品
、

木
部
ベ
ル
リ
シ
）

契

約

。
円。q
Sと
5・の
担問
o・ vこ

5締
ぜ な斗‘
巾 小門
叶 υ
「＋
吋

"' oq 

N
d司
山
田

hFσ
ロ門同
2
H
H
K
戸
口
問
。

B
Oぽ
巾
ロ

U
o
g
H
白
門
町
巾
ロ
の
巾
者
巾
同
山
内
聞
の
町
民
片
的
｝
）
ロ
ロ
門
同
（
〉
ロ
の
凶
・
）

ω円
耳
切
巾
門
ロ
ロ
ロ
ロ
門
日
仏

O
B

〉－－
mHm
山
白
色
ロ
ぬ
口
町
。
目
。
ロ
k
J
丘町内山印
H
o
－－
H
O
ロ
ぴ
戸
口
仏
（
〉
出
〉
’
∞
ロ
ロ
門
田
）

ω日付
N

民
向
ロ
ロ
・

と
い
う
書
き
出
し
で
は
じ
ま
り
、
終
り
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

ベ
ル
リ
ン
、

一
九
二
一
年
四
月
二
一
日

全
ド
イ
ツ
労
働
利
合
川
躍
執
行
部

（
岩
名
）
凶
ラ
イ
バ
ル
ト

全
自
由
職
員
連
合
執
行
部

（
問
）

（
署
名
）

S
・
ア
ワ
フ
ホ
イ
ザ

l

（
署
名
）
プ
ル

l
ノ
i
・
ジ
ュ
ー
ス

（
署
名
）

フ
ラ
シ
ツ
・
グ
リ
シ
グ
シ

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
遥
動
帥

五
五

（

小

林

）



総
1
：
鱈
＋
＜
塁
手
沼
稲

Q
：
，
＿
ヤ
ト
日
将
き
さ
の
「
模
壬
匡
盟
耳
J
ベ
j氷
？
雪
期
諮

孟
C-E-±

を〕

Berlin, 
d
e
n
 12. 

A
p
r
i
l
 1921. 

D
e
r
 V
o
r
s
t
a
n
d
 d
e
s
 A

l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 D

e
u
t
s
c
h
e
n
 G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
s
b
u
n
d
e
s
.
 

gez.: 
T
h
.
 Leipart. 

D
e
r
 V
o
r
s
t
a
n
d
 d
e
s
 A

l
l
g
e
m
e
i
n
e
n
 freien 

A
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n
b
u
n
d
e
s
.
 

円
〕

gez.: 
S. 

A
u
f
h
a
u
s
e
r
.
 g

e
z
 
:
 Br
u
n
o
 Suss. 

gez.: 
F
r
a
n
z
 I三

lingen.

i,-J 
l
/
 

問
1
,

.Ir~
兵
~
ト
－

l'\h•'\'S
入
ム
~
が
や

は
叫
t!K-L1,C¥

（
＇
翌
日
仕
組

J
P
思諦....）

¥-1
ムト

Q
Q

 \".-'~
!-0

0
 
....)4」：己（＇

¥Ji
咲
弘
、
マ
ト

Q
「降主主

J
Q

~
 

7脅
~
1十
限

;'.R¥".-' 
持心’；＼＼＼1£盤

以
rぜ
~
·
o
v
常
£
約

A＜；－＜~!-0
Al
：
，
，
~
~
士
兵
＇
t±
必

...C、
必
ム
。

れ
J心

斗
1受
弘
、
で

0
Q

「
':.Lヘ

マ
ト
岳
〈
・
弘
、
「

0
余
軍
用
調
笹
〈
悌
幸
正
J

!1 
~
＇
や
加
Q

ムi
"
'
!
l
~
れ

J兵
ν
ム
尚
一
一
ト
－

I¥ 
h

 • 'I'S
入
ム
Q
~
程
1$

t± 
',1一

、
、

I\
＝
ー
ム
・
ト

~
I
\
＊
～
年
一
（
Siegfried

A
u
f
h
a
u
s
e
r
)
 

\"
.-

'~
 0

 4」。
ト
－

1'\h•'\'S
入
ム
！
±
1
・民
111

駐
日

1
ED Q

醤
組

穏
や

（
B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
e
)
お
供
ト

!J..,Glρ’
足
王
~IE[(

:t=走
-1,-J同

~
明

\".-11♀（＇
4:: 

0
 
異酎....）

¥-1
ム

t-0
記

t
=
W
詔司

11
!±' 

弘、マ
0
簿
1収
耳
司
ロ

(der D
e
u
t
s
c
h
e
 
W
e
r
k
m
e
i
s
士
e
r
v
e
r
b
a
n
d
)
'

響
〈
密
i
・菩］以・$；＇.

11く
理
主
要
。
（

d
e
r
Polier

ヘ
・
w
e
r
k
-
u
n
d
 S
c
h
a
c
h
t
m
e
i
s
t
e
r
・

v
e
r
b
a
n
d
)
'
 
tム

ヤ
ト
畠
宰

H
入＇，＼

H
ト
豆
や
（

d
e
r
V
e
r
b
a
n
d
 d
e
u
t
s
c
h
e
r
 S
c
h
i
妊
s
i
n
g
e
n
i
e
u
r
e
)' 

弘、て
0
芸員
1$

・
離
主
員
十
1g雲

中
（

d
e
r

V
e
r
b
a
n
d
 d
e
u
t
s
c
h
e
r
 K

a
p
i
t
a
n
e
 u

n
d
 S
t
e
u
e
r
l
e
u
t
e ）

お
.L-6'6

器
片
端
響
1$
認
や
（

d
e
r
W
e
r
k
m
e
i
s
t
e
r
v
e
r
b
a
n
d
 d
e
r
 S

c
h
u
h
-

industrie) 
Q
ιi"'ll' 

1く
詰
余

t±:;i主
？
史
認
ム
－
f
6
駐
日
間
Q
~
野
宮
響
回
目
G
真
言
饗

\".J~
 
0

 .;! 
0

 
(Die 

a
n
g
e
s
c
h
l
o
s
s
e
n
e
n
 
s
e
l
b
s
t
a
n
d
i
g
e
n
 

V
e
r
b
a
n
d
e
 w

a
r
e
n
 grosstenteils 

O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
e
n
 leitender 

A
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
r
 d
e
r
 
¥Virtschaft u

n
d
 
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
,
 

…
）
杓
必
以
ト
－

l'¥h,''I'¥
入
ム
以
！
±
＇

1ム
ヤ
ト
亙
型
宗
起
終
日
底
豆
4ロ（

die G
e
n
o
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
 d
e
u
t
s
c
h
e
r
 B
u
h
n
e
n
a
n
g
e
h
o
r
i
g
e
r
)
'
 

E
鑑
抑
〈
認
や
（

die 
Internationale A

r
t
i
s
t
e
n
l
o
g
e
)
'
 
tム
ヤ
ト
司
rrim

田
町
・
総
謹
l隠
語
。
（

d
e
r
D
e
u
t
s
c
h
e
 C
h
o
r
s
a
n
g
e
r
-
u
n
d
 

T
a
n
z
e
r
b
u
n
d）＇欝

ITIIT(-fト司く冊
4ロ（

d
e
r
Z
e
n
t
r
a
l
v
e
r
b
a
n
d
 d
e
r
 A
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n）

＇
明
弘
、
寸

0
強
！
と
響
皿
豆
《

11
(
 
d
e
r
 A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
 

V
e
r
b
a
n
d
 d
e
r
 d

e
u
t
s
c
h
e
n
 
B
a
n
k
a
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n
)
 

Q
吋
＂
＇

ll'
択
と
主
（

R
監守
Jヰムィ

b
騒
！
と
・

tm
型（；：：；量日

以
詣
総

,.J
¥-1
ムト

0
<
6
.
.
>
J
Q



労
働
組
合
組
織
が
加
盟
し
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
職
能
組
合
は
さ
ら
に
下
部
で
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
グ
ル
ー
プ

（
間
，
m
w
n
げ
肉
門
戸
宅
巾
ロ
）
に
編
成
さ
れ

て
い
た
。

ア
l
フ
ァ
・
プ
ン
ト
の
最
高
機
関
は
職
員
議
会
（
〉
口
間
四
件
。
日

2
℃

m
q
E
5巾
D
G
で
、
こ
れ
は
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
の
そ
の
つ
ど

の
大
会
で
そ
れ
ぞ
れ
の
職
能
組
合
の
代
議
員
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
。
大
会
と
大
会
と
の
中
間
期
間
に
は
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
委
員
会
（
〉

t
r

が
ア

i
フ
ァ
・
プ
ン
ト
の
指
導
を
ひ
き
う
け
た
。

こ
の
委
員
会
は
そ
れ
ぞ
れ
の
中
央
連
合
組
合

（N
巾ロ叶門戸円〈巾吋・

国ロロ門同巾白山口白白
n
F己的印）

ヴ
出
口
【
貯
）
の
代
表
団
（
U
o
－
o
m
m
w江
O
D
σ
ロ
）
が
い
く
つ
も
集
ま
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
が
、

執
行
機
関
と
し
て
の
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
執
行
部

（仏

R
K戸
p
p回ロロ【凶巾印〈
C
E
Eロ
門
目
白
日
印
刷
凶
巾
｝
門
口
昨
日
〈
凸
）
は
大
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
。
そ
の
執
行
部
の
メ
シ
パ

l
は、

個
々
の
組
合
に
た

い
し
て
で
は
な
く
、

た
だ
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
に
た
い
し
て
の
み
、

責
任
を
負
っ
て
い
た
。

最
下
部
の
小
管
区
グ
ル
ー
プ

（。吋門的問門戸
U
H
）巾）

が
い
く
つ
か
集
ま
っ
て
一
つ
の
ア

l
フ
ァ
中
管
区
カ
ル
テ
ル
（
〉

P
P
0
2
m
w戸
立
己
目
）
を
構
成
し
、
ま
た
中
管
区
は
一
三
の
ア

i
フ
ァ
大
管
区

カ
ル
テ
ル
（
KHhrω
自
町
付
印

E
H
Zロ
）
の
ど
れ
か
に
所
属
し
て
い
た
。
ァ

l
フ
ァ
・
プ
ン
ト
は
産
業
別
組
合
の
結
成
を
拒
否
し
た
。
ア

l
フ

ァ
・
プ
シ
ト
の
「
自
由
労
働
組
合
的
原
則
」
（
同
店
応
。
当
2
w
R
Y民
民
与
巾
の
門
戸
山
口
宏
即
日
円
）
の
な
か
で
は
、
ア

i
フ
ァ
・
プ
シ
ト
の
組
合
員

が
労
働
者
階
級
（
K
H
5巳
Z
品
目
凶
器
。
）

に
所
属
す
る
と
い
う
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、

職
員
は
企
業
家
と
労
働
者
と
の
あ
い
だ
の
中
間
的

地
位
と
も
い
う
べ
き
も
の
（
O
E
o
昌
円
丘
町
円
白

Z
－
E
D
m
む
を
占
め
る
と
い
う
解
釈
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
た
。

私
有
に
も
と

e

つ
い
て
存
在
す
る
搾
取
を
は
げ
し
く
非
難
し
、
そ
の
綱
領
の
な
か
で
、
社
会
関
係
を
も
っ
ぱ
ら
漸
進
的
に
の
み
変
更
す
る
と
い
う

円
目
白
吋
山
口
印
印
。
百
円
巾
白
白
ロ
の

H
M
2
0
E止
の
口
問

B
〈巾円山口円

r
E
D
m
仏巾
H・
mgmロ
R
F
m
H同己目
n
F
巾
ロ
〈
2
F昨日百円白白巾）

ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
は
生
産
子
段
の

政
策
（
旬
。
－

E
W

に
賛

成
し
た
。
こ
の
政
策
は
改
良
主
義
的
労
働
組
合
の
な
か
で
ひ
ろ
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
は
一
九
二
九
年
に

は
約
四
二
五
、

0
0
0名
の
組
合
員
を
登
諒
し
て
い
た
。
プ
シ
ト
は
一
九
二
三
年
い
ら
い
、
独
立
性
を
保
持
し
つ
つ
連
合
（
カ
ル
テ
ル
）
契
約

（
川
）

に
よ
っ
て
全
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
（
A
D
G
B
）
と
提
携
し
て
い
た
。
（
下
略
）
ー
ー
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
「
事
典
」
の
記
述
で
は
エ

l
ア
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
レ

l
シ
が
公
務
員
の
場
合
に
強
調
し
た
上
級
公
務
員
と
下
級
公
務
員
と
の
意
識
の
ち
が

い
と
い
う
よ
う
な
視
点
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
「
職
員
中
央
連
合
」
は
他
の
組
合
と
列
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
が
、
さ
き
に
見
た
よ
う
に

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

」ム
i
J
J

1
1寸



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
山
間
層
」
と
労
働
退
勤
同

五
八

（

小

林

）

「
政
治
辞
典
」
の
な
か
の
ギ
ュ
シ
グ
l
の
記
述
に
よ
る
と
、
そ
の
組
合
員
数
は
約
四

O
万
名
で
、
ア

1
フ
ァ
・
プ
シ
ト
の
な
か
で
は
最
大
の
組

（
川
〉

織
で
あ
っ
た
。
プ
シ
ト
全
体
の
組
合
員
数
は
ギ
エ
ン
タ
ー
に
よ
れ
ば
一
九
一
二
年
六

O
万
名
、
東
ド
イ
ツ
の
「
事
典
」
に
よ
れ
ば
同
じ
く
一
九

二
一
年
七
五
万
名
と
、
ず
い
ぶ
ん
ち
が
う
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
職
員
中
央
連
合
」
は
大
き
な
比
率
を
占
め
る
わ
け
で
あ
る
。
な
お
同
じ
「
政

治
辞
典
」
で
〉
吋
σ巳
百
円
げ

5
2
2
H・
ヴ
山
吉
山
市
（
雇
用
者
組
合
〉
の
項
を
執
筆
し
た
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
レ
ヒ
リ

l
y
（到
A
F
Z日
岡
山

2
E
E〉

〈
叩
）

は
一
九
二
一
年
一

O
月
一
日
現
在
の
ア

l
ブ
ァ
・
プ
シ
ト
組
合
員
数
を
約
七
五
万
人
と
し
て
い
る
。

ア
l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
が
一
九
二
八
年
に
出
版
し
た
「
全
自
由
職
員
連
合
の
組
織
と
制
度
」
に
よ
る
と
、
「
職
員
中
央
連
合
」
N
巾
E
S円4
2
σ
S門日

仏
a
k
rロ
m
g
Z
E
Oロ
（
N
仏
ip）
は
一
一
一
つ
の
組
合
の
合
併
に
よ
っ
て
一
九
一
九
年
九
月
九
日
に
結
成
さ
れ
、
本
部
は
ベ
ル
リ
シ
に
あ
る
。
一
一
一
つ

の
組
合
は

「
ド
イ
ツ
男
女
商
店
員
中
央
組
台
」

N
B汁

E
円J1
巾吋
σω
ロ門日仏
O

門
出

B
E
5
m刷出向巾
E
－F
ロ
ロ
ロ
仏
の
各
戸
片
山
口
口
巾
ロ

八
九
七
年
六
月
七
日
創
立
）

「
ド
イ
ツ
事
務
職
員
組
合
」

J
F岳
山
口
巳
己
主
切
口

g伊口問
2
2
5
2
ロ
2

汁

m
n
E
S島
田
（
本
部
ベ
ル
リ
シ
、
一
八
九
四
年
一
月
一
凹
日
創
立
）

「
ド
イ
ツ
保
険
職
員
組
合
」
〈
号
寸
山
口
（
日
仏
南

U
2
z
n
F
S
〈
号
即
日
早
巾
門
戸
口
向
島

3
5
Zロ
一

九

O
八
年
九
月
七

（
本
部
ハ
シ
プ
ル
グ
、

（
本
部
ミ
ュ
シ
ヘ
シ
、

日
創
立
）さ

ら
に
一
九
一
二
年
五
月
二
九
日
に
は
一
八
九
五
年
創
立
の

内

H
g
g
n
F
R
切戸のげ何回白ロ
E
C口
問
的
向
島
門
戸
内
巾
戸
（
の
ち
「
書
籍
販
売
・
出
版
・
新
開
業
職
員
組
合
」

〉
出
向
。
日
巾
宮
内

J
1

巾司巾円ロ山内出口問

で
あ
る
。

「
全
ド
イ
ツ
書
籍
商
店
員
組
合
」

kr口
問
。
印
式
川
口
け
の
ロ
〈
巾
ユ
）
自
己
広
巾
印
回
口
の
V
a

（
瑚
）

vmwロ門同
σ
F
切口

nFaEM門同
N
Z
H
C口問的問

2
2吋
σ
2
と
改
称
）
が
「
職
員
中
央
述
ム
日
」
に
合
併
さ
れ
て
い
る
。

東
ド
イ
ツ
の
「
ド
イ
ツ
史
・
ド
イ
ツ
労
働
運
動
史
事
典
」
が
ふ
れ
て
い
る
ア
！
フ
ァ
・
プ
シ
ト
の
「
自
由
労
働
組
合
的
原
則
」

（
川
）

う
に
書
か
れ
て
い
る
。

は
つ
ぎ
の
よ



自
由
労
働
組
合
的
原
則

（ー）

自
由
職
員
労
働
組
合
は
、
現
存
の
私
的
資
本
主
義
の
経
済
秩
序
を
今
日
の
経
済
的
社
会
的
窮
之
の
根
本
原
因
と
見
な
す
。

序
は
諸
国
民
（
佳
σ
〈

o
F
2）
な
つ
ぎ
の
二
階
級
に
分
け
て
い
る

υ

au 

こ
の
経
済
秩

(1) 

一
方
で
は
資
本
家
、
す
な
わ
ち
生
崖
手
段
・
金
融
資
本
・
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
そ
こ
か
ら
不
労
所
得
、
す
な
わ
ち
利

子
、
地
代
お
よ
び
利
潤
を
ひ
き
だ
し
て
い
る
。

同
他
方
で
は
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
財
貨
の
生
産
者
、
す
な
わ
ち
無
産
の
雇
用
者
が
い
る
。
か
れ
ら
は
た
だ
自
分
た
ち
の
労
働
力
の
も
た
ら

す
所
得
に
よ
っ
て
生
活
し
て
い
る
υ

同
資
本
家
階
級
の
優
姐
に
よ
っ
て
雇
用
者
は

同
生
産
収
益
の
分
け
前
の
増
加
の
た
め

同
い
っ
そ
う
有
利
な
労
働
条
件
を
か
ち
と
り
、
い
っ
そ
う
不
利
な
労
働
条
件
を
恒
否
す
る
た
め

例
労
働
す
る
人
間
を
資
本
主
義
的
賃
労
働
の
有
害
な
作
用
か
ら
法
的
に
保
障
す
る
た
め

の
闘
争
の
な
か
で
、
同
じ
職
業
の
仲
間
が
団
結
し
て
自
由
労
働
組
合
を
結
成
ぜ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

(3) 

晴
員
の
自
由
労
働
組
合
位
、
私
的
資
本
主
義
の
経
済
挟
序
の
な
か
で
は
、
そ
の
日
的
と
す
る
下
記
の
こ
と
め
完
全
な
る
達
成
が
不
可
能

で
(b) (a）あ

る

と

を
;23-J 

め
る

効
力
を
う
し
な
っ
た
所
有
（
仏
巾
吋

H
o
g
ω
2広
N
）
の
特
権
よ
り
も
労
働
す
る
人
聞
の
特
権
の
ほ
う
を
遠
慮
な
く
承
認
す
る
こ
と

全
体
を
犠
牲
と
す
る
不
労
所
得
を
除
去
す
る
こ
と

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
巾
間
層
」
と
労
働
泌
助
同

五
九

（
小
林
）



第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
倒
泣
効

一
、
＼
ノ

ー
ノ
ノ
／
｛
＼

同

（
小
林
〉

経
済
指
導
の
共
同
経
済
的
秩
序
（
巳
ω
m
m
Hロ
o
E項
目
立
宮
町
民
巴
匹
。
。
丘
ロ
ロ
口
問
）

P
L
 

d
 

e
 

そ
れ
ゆ
え
に
職
員
の
自
由
労
働
組
合
は
、
組
合
員
の
た
め
に
全
力
を
つ
く
し
て
、
計
両
的
な
る
需
要
充
足
経
済
を
つ
く
り
出
す
た
め
に
努

力
す
る
義
務
を
負
う
。
し
か
し
、
と
れ
ら
の
組
合
は
、
労
働
す
る
人
民

2
2
R
σ
2
Zロ
仏
∞
〈

o
F）

経
営
協
議
会
（

E
O
切

2
ユ
任
問
位
け
る
と
協
力
し
て
、
と
も
に
共
同
経
済

賃
金
関
係
・
労
働
関
係
の
あ
ら
ゆ
る
問
題
の
決
定
に
雇
用
者

2
F
L
H号
巳
百
巾
何
回
8
0
4
が
参
加
す
る
こ
と

財
貨
の
生
産
お
よ
び
分
配
の
コ
シ
ト
？
i
ル

の
最
適
の
代
表
た
る
労
働
組
合
が

の
担
い
手
と
な
る
と
き
に
の

（
色
巾
の
巾
自
己
口
当
日
立
加
わ
甘
え
同
）

み
、
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
う
る
と
考
え
る
。

ア
i
フ
ァ
・
プ
ン
ト
に
加
盟
し
た
労
働
組
合
は
、
一
切
の
中
間
肘
的
考
え
方
（
色
芯
日
比
耳
目
的
広
口
門
戸
戸
内
ユ

R
y
gの
a
g
w
g
m山
口
問
与

を
拒
否
し
て
、
下
記
の
こ
と
の
た
め
に
職
員
を
教
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

a
 

L
U
 

ω 

資
本
と
労
働
と
の
あ
い
だ
の
階
級
矛
盾
は
調
停
で
き
な
い
令
戸
三
百
円
ぴ

5nwσ
山
門
〉
こ
と
を
認
識
す
る
た
め
に

あ
ら
ゆ
る
頭
脳
労
働
者
と
筋
肉
労
働
者
（
同

0
1’
ロ
ロ
仏
国
m
百
円
円
山
岳
o
X
2）
の
犯
す
べ
か
ら
ざ
る
連
帯
（
巴
巾
ロ
ロ
〈
巾
吋
ず
吋
c
n
E円nro

∞。日正

R
R伊
丹
）
の
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
組
合
は
経
済
的
社
会
的
教
養
を
促
進
し
、
職
員
を
訓
練
し
て
経
済
の
社
会
佑
を
達
成
す
る
場

合
の
任
務
（

5
2
〉
己
片
岡
山
げ
の

σ巳
巳
常
国
南
宮
山
岳
町
円

5
m
仏
2
J
1
2想
的
ゆ
宮
与
え

Z
ロ
m
p円
当
日
立
∞
与
え
同
）
に
ギ
え
う
る

よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

J

(5) 

そ
の
目
的
お
よ
び
要
求
を
共
同
達
成
す
る
た
め
に
、
ま
た
経
済
的
社
会
的
闘
争
に
お
い
て
助
け
あ
う
た
め
に
、

ド
イ
ツ
職
員
の
自
由
労

働
組
合
は全

自
由
職
員
連
合
（
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
）
〉
戸
向
。

B
巾
E
Z
叶
己

2
K
H口問巾白
Z
ロ
門
巾
ロ
ヴ
ロ
ロ
仏
（
〉
？
「
回
ロ
ロ
（
日
）

を
結
成
す
る
コ

こ
の
連
合
は
「
全
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
」
と
組
織
的
に
提
携
し
、
ま
た
自
由
労
働
組
合
に
加
盟
す
る
筋
肉
労
働
者
の
代
表
と
し
て
「
国



際
労
働
相
合
同
別
且
」

E
2
2
ω
片山
O
ロ
巴
買
の
ぬ
当
日
付
印
与
え

Z
ずロロ仏

（
本
部
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
）

と
組
織
的
に
協
力
し
て
、
資
本
主
義
に

反
対
し
社
会
主
義
に
賛
成
す
る
闘
争
に
お
い
て
、
自
由
労
働
組
合
に
属
す
る
す
べ
て
の
雇
用
者
の
統
一
戦
線
を
構
成
す
る
。

（ニ〉

職
業
別
に
グ
テ
に
編
成
さ
れ
た
ア

i
フ
ァ
・
プ
シ
ト
加
盟
組
合
は
、

ア
l
フ
ァ
加

ヨ
コ
に
は
一
五
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
に
細
別
さ
れ
る
。

盟
組
合
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
編
成
は
、
完
全
に
統
一
あ
る
プ
一
ブ
シ
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

（切巾片吋目。
σ
E
U
Z
N巾同
M
H
門
戸
円
巾
）
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
こ
そ
、
乙
の
プ
ラ
ン
の
基
礎
と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

自
由
労
働
組
合
の
経
常
協
議
会
セ
シ
タ

i

）
 

f
i
 

〆’
t
、、

銀
行
業
・
保
険
業
お
よ
び
商
業

(2) 

建
築
業
お
よ
び
石
村
正
業

(3) 

被
服
工
業
お
よ
び
繊
維
工
業

化
学
工
業

白
由
業
（
同
円
。
芯
切

2
c
p）

保｝(6) (5) 

グ
ラ
フ
ィ
y
グ
業
（

m
g
u
E
R
v
g
の

2
2
5
0）
お
よ
び
紙
工
業

肘
木
村
工
業

制

農

業

制
食
料
品
工
業
お
よ
び
晴
好
品
工
業

制
皮
革
エ
業

的
金
属
工
業

制

閣
お
よ
び
自
治
体
の
官
庁
と
施
設

常
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
回

〈
小
林
）

←＇－ 
ノ＼



常
一
次
大
戦
山
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
関
」
と
労
働
巡
動
同

（
小
林
）

ムー
f、

(13) 

7モマ
X. 

通

制
鉱
業
、
冶
金
工
場
、
お
よ
び
製
塩
所

(15) 

社
会
保
険

小
管
区
（
。
コ
）
の
個
々
の
ア

1
フ
ア
加
盟
組
合
の
同
穂
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
は
、

共
同
の
グ
ル
ー
プ
会
を
設
置
し
、
最
高
五
人
の
組
合

買
よ
り
成
る
共
同
の
グ
ル
ー
プ
委
員
会
を
選
挙
し
、
そ
の
ト
村
ノ
プ
に
一
名
の
長
（
O
ヴ
日
ωロ
ロ
）
を
お
く
。

小
管
区
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
の
長
は
、
中
管
区
カ
ル
テ
ル
の
代
表
者
会
議
に
審
議
権
を
も
っ
て
（
日
比
寸

Z
E
S仏
2
ω
己
目
5
0〉
参
加

寸ヲ
ω
。

戎
る
小
管
区
に
お
い
て
個
々
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
が
弱
く
し
か
代
表
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
中
管
区
カ
ル
テ
ル
の
決
議
に
よ
っ
て
類

似
の
グ
ル
ー
プ
の
加
入
が
お
こ
な
わ
れ
う
る
。

注
業
別
グ
ル
ー
プ
は
ま
た
細
分
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
こ
の
細
分
は
す
べ
て
の
小
管
区
に
お
い
て
一
つ
の
プ
ラ
ン
に
従
っ
て
統
一
的
に
以

き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
プ
ラ
ツ
は
ア

l
フ
ァ
代
表
者
会
議
が
関
係
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
え
て
定
め
る
ο

小
管
区
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
は
五
名
よ
り
成
る
全
国
グ
ル
ー
プ
委
員
会
（
河
巳
の
『
∞
m
H
J
H匂
匂

g
m
w
g臼
n
v
E与
を
設
崖
す
る
。

会
の
本
部
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
当
黙
の
生
産
部
門
に
と
っ
て
璽
斐
な
小
管
区
に
お
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い

J

個
々
の
産
業
別
グ
ル
ー
プ
の
全
国
会
議
（
同
町
刊
の
『
由
討
O
D
m
H・
巾
団
的
）
は
、
関
係
あ
る
ア
！
フ
ァ
加
盟
組
合
に
よ
っ
て
共
同
で
開
催
さ
れ
る
。

そ
の
委
員

ア
l
ブ
ァ
・
プ
シ
ト
肉
に
産
業
別
グ
ル
ー
プ
の
結
成
が
お
こ
な
わ
れ
る
と
、
た
だ
ち
に
産
業
別
グ
ル
ー
プ
の
代
議
員
を
代
表
者
会
議
お
よ

ぴ
労
働
組
帆
合
会
議
（
0
2司
RrRFmw同
Z
W
O
ロ
m
H・2
5
に
編
入
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

産
業
別
グ
ル
ー
プ
は
そ
の
産
業
部
門
の
特
殊
問
題
、
殊
に
経
済
政
策
的
種
類
の
問
題
に
と
り
く
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

そ
の
産
業
部
門
に
お
け
る
労
働
組
令
市
動
に
あ
た
っ
て
準
備
し
ι
交
沙
に
参
加
す
る
が
、
個
々
の
労
働
相
合
に
お
い
て
定
款
に
定
め
ら
れ
た
機

関
の
決
定
権
は
そ
の
た
め
に
影
響
を
う
け
な
い
。



産
業
別
グ
ル
ー
プ
は
経
営
協
議
会
が
労
働
組
合
と
協
力
す
る
こ
と
を
促
進
す
る
任
務
を
も
っ
。

全
自
由
職
員
連
合
（
ア

l
フ
ァ
・
プ
シ
ト
）
と
全
ド
イ
ツ
労
働
組
合
同
盟
（
A
D
G
B
）
と
に
よ
っ
て
、

一
つ
の
共
同
の
経
営
協
議
会
セ

シ
グ
ー
が
維
持
さ
れ
る
。
こ
の
セ
シ
タ
l
は
定
め
ら
れ
た
基
準
の
ワ
グ
内
で
、
ま
た
自
由
労
働
組
合
の
経
営
協
議
会
会
議
の
決
議
の
ワ
グ
内

で
、
そ
の
活
動
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（三）

労
働
組
合
的
な
職
員
組
織
の
定
款
は
、
雇
用
者
の
み
が
加
盟
資
格
を
取
得
し
う
る
こ
と
、
し
か
も
性
・
信
仰
・
人
種
・
政
党
・
国
籍
・

素
養
（
〈

C
H
E
E
Cロ
問
）
に
よ
る
差
別
の
な
い
こ
と
を
明
瞭
に
認
識
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、、．司，，噌よ（
 こ

れ
ま
で
企
業
家
を
組
合
員
と
し
て
受
入
れ
た
組
織
は
、
労
働
組
合
と
し
て
承
認
さ
れ
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

そ
れ
ら
の
企
業
家
を
排

除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

同
労
働
組
合
的
組
織
は
、
企
業
家
か
ら
一
切
の
間
接
的
あ
る
い
は
直
接
的
援
助
を
受
け
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

援
助
は
、
な
か
ん
ず
く
特
別
の
組
合
目
的
の
た
め
の
贈
与
に
お
い
て
、
ま
た
疾
病
金
庫
や
組
合
の
職
場
紹
介
の
よ
う
な
特
別
の
組
合
制
度
の

こ
の
よ
う
な

援
助
の
さ
い
に
見
ら
れ
る
。

(3) 

お
よ
そ
労
働
組
合
的
組
織
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
い
つ
で
も
労
働
組
合
的
な
一
切
の
闘
争
手
段
に
う
っ
た
え
る
用
意
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
用
意
は
綱
領
に
よ
り
、
ま
た
定
款
に
従
っ
て
認
識
さ
れ
う
る
よ
う
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
綱
領
に
よ
っ
て
と
い
う
の
は
、

そ
の
組
合
が
い
つ
で
も
こ
れ
ら
の
手
段
に
う
っ
た
え
る
用
意
が
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余
地
を
残
さ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
定
款
に
従
っ
て
と
い

う
の
は
、
組
合
が
労
働
組
合
的
闘
争
手
段
を
用
い
る
場
合
の
た
め
に
、

ス
ト
ラ
イ
キ
扶
助
・
連
帯
扶
助
・
解
雇
者
扶
助
の
形
で
援
助
す
る
用

意
が
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

ω 
お
よ
そ
労
働
組
合
は
、
雇
主
に
た
い
す
る
一
雇
用
者
の
利
害
の
共
通
性
と
い
う
原
則
を
承
認
し
、

そ
こ
か
ら
出
て
く
る
全
一
雇
用
者
の
連
帯

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
同

（
小
林
）

ム

ノ＼
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